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　　　　　　　ネパールへ
一「草の根」国際協力の現場を通して一
米山周作
　ネパール．筆者にとっては神秘的な響
きがあり，いつかは訪れてみたいという
思いがあった．人間性があり，信仰心が
厚く，ヒマラヤ山脈の大自然を敬う国民
の精神性に触れてみたい．特に根拠もな
く，勝手に漠然とした憧れを抱いていた
のだが，2009年7月21日から29日ま
での9日間，兵庫県神戸市のNGO，
PHD協会が主催するネパール・スタディ
ッアーに参加する機会に恵まれた．「不
便」な村で村人達と寝食をともにしつつ，
PHD協会の支援活動の現場に居合わせ
ノ
ボダナート
＼
一’t F数・
礁
るという貴重な経験をすることができた．漠然と抱いていた思いが，現地の時間と空気を
肌で感じ，様々な人々と触れ合うことではっきりとした記憶となった．本稿ではその記憶
を形として残すべく，筆者の現地での経験を紹介し，その経験を通して思ったこと，感じ
たこと，考えたことを，個人的な感想としてありのままに綴りたい．
1．PHD協会
　Peace（平和），　Health（健康），　Human　Development（人づくり）の頭文字をとったPHD
協会とは，1962年に医師としてネパールに赴き，その医療事情に憂慮した岩村昇博士が，
継続的にネパールを支援する目的で1981年に創設したNGOである．岩村博士は「金」
や「物」を与える援助は長期的には効果がなく，重要なのは自分達自身の手で国や社会を
支えられる人材の育成であると考えた．現代でこそ開発援助の基本理念として関係者の間
では自明の理となっているが，当時としては先駆的なこの考えのもとPHD協会が創設さ
れた．岩村博士は1993年にアジアのノーベル賞とも呼ばれるマグサイサイ賞を受賞し，
2002年には現地の人達によって岩村記念病院（lwamura　Memorial　Hospital）がカトマンズ
近郊のバクタプルに設立された．その功績は内外で大きく評価されている．
　岩村博士は2005年に亡くなったが，その意志を引き継ぐ現在のPHD協会は，ネパール
の他タイ，ミャンマー，インドネシア等のアジア・南太平洋地域で広く人材育成の活動を
60
暑村記念病院 病院ロビーと岩村医師の写真
展開している．
　PHD協会の活動の柱は，研修員の受け入れ制度である．2010年現在はネパールから2
名，インドネシアから1名の研修員を受け入れている．1年間かけて神戸を拠点に様々な
研修を行い，研修終了後は日本で学んだことを母国の自分の村に持ち帰ってもらい，それ
ぞれの地域発展に指導的役割を担うことが期待されている。PHD協会のスタッフは毎年
夏に現地を訪れ，村に戻った研修生のその後を追うとともに，翌年度の研修生の選考面接
を行う．筆者はこのPHD協会の出張に同行させてもらったのである．
　PHD協会の研修制度の目的は，地域のリーダーを育てることで地域全体をより良くし
ていくというもので，一個人のキャリアアップを応援するものではない．日本での研修は，
日本語，農業，保健衛生，洋裁等と多岐に渡るが，こうした研修の実費の他，日本への往
復渡航費や1年間の滞在費は全て協会側の負担である．また滞在中の1年間は，研修先の
職員からホスト・ファミリーまで非常にたくさんの人々を巻き込むことになる．一個人に
莫大な経済的・人的投資をするわけなので，当然，研修生にはそれ相応の責任感，能力，
意欲が求められ，村に戻った後もその研修成果が求められるのである．
2．SSS（サマ・セワ・サムハ：英語でSocial　Service　Groupの意）・クンタ村
　PHD協会のパートナー団体として現地で活動
をともにしているのが，SSSというNGOである．
首都カトマンズから車で3時間の山合いの村，ク
ンタ村に拠点を置き，村落開発や地域医療を推進
する．ボランティアも含めスタッフは約80名．
代表のバラト・ビスタ氏は1982年にPHD第1期
研修生として日本で学び，帰国後にこのSSSを
立ち上げた．その後PHDはSSSを通して研修候
補生を募集し，選考を行っている．政治的理由で
ネパールからの研修生受け入れを見送っていた時
SSS事務所から臨むクンタ村
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」
SSS事務所 出迎えてくれたSSSスタッフ達
期もあるが，ビスタ氏とPHD協会は実に30年に渡って手を携えてきたのだ．
　筆者一行は朝にカトマンズを出発して昼にクンタ村に着く予定だったが，ネパールでは
頻繁に起こる「バンダ」と呼ばれる強制的ゼネストの影響で，市内の道路が一部封鎖され
るという情報を事前に入手したため，その前に市内を抜けようと朝4時半の出発となった．
まだ暗い市内のビル街から，夜明けとともに徐々に田園風景となり，舗装されたアスファ
ルトから凸凹道を通って，早朝の村に入る．日本人一行を乗せた大型バスは，村人達の注
目を受けながら，村の一本道を上っていく．非常にのどかな空気が漂うが，明らかな貧し
さが伺える．多少の賑わいを見せる中心部らしき場所を抜けた奥にSSSの事務所がある．
　人口約600人の農村．首都カトマンズの人口増加に伴い，カトマンズに水を供給する大
型ダムが，村の一本道の山を越えた先に建設される予定で，物資を運ぶトラックが頻繁に
村を通過していた．大都市を支える巨大インフラが村の先に建設されるに伴い，村のこの
一本道もアスファルト舗装される計画があるという．これはクンタ村にとって喜ばしいこ
となのかどうか．村人達に心境を聞いてみたいと思いつつ，その機会を逃してしまった．
3．篠山ナマステ会・セティデビ小学校
　猛暑の中，クンタ村のSSS事務所から山道を歩くこと1時間．山の斜面に建つセティ
デビ小学校（Seti　Devi　Primary　School）という公立小学校を訪問した．ガパテ村という隣…
村の小学校である．学校からの美しい緑の風景に心を洗われ，子ども達とは交流を楽しん
だが，この学校の設立・運営・維持には，PHD協会のもう1つのパートナー団体，篠山
ナマステ会が大きな役割を担っている．
　篠山ナマステ会とは，兵庫県篠山市の市民団体である．1999年，十分に設備の整った
小学校がガパテ村にないということで，PHD研修生の研修先になっている篠山市の退職
教員らがガパテ村に入り，SSSのビスタ氏とともに現地調査を行った．その後，このグルー
プは篠山市で寄付を集め，必要な備品を揃え，複数の教員やガードマンを独自に雇い，
2001年に村人達念願の小学校をガパテ村に開校させた．2002年にコンクリートと煉瓦造
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セティデビ小学校 小学校から臨む風景
りの頑丈な2階建て校舎を竣工させ，2008年には正式に政府認可の公立学校となって，
教職員の給与も公費から支出されることとなった．2009年現在，教師8名の下児童184
名が学ぶ．活動を担うボランティアの方々の信念と行動力にはただ頭が下がる．費用も時
間も忍耐も体力も必要だったろうが，強い信念に基づいた行動の末に，こうした村や子ど
も達に喜ばれる学びの環境が出来上がったのだ．PHD協会，　SSS，篠山ナマステ会の見事
な連携プレーの成果とも言えよう．
　今回の小学校訪問で良かったのは，同世代の篠
山市の小学生も参加していたことだった．自分達
の学校でたくさんの贈り物を用意して，それらを
披露する場面は，本当に微笑ましかった．こうし
た子ども達の草の根の交流が，互いにネパールと
日本の距離感を縮め，二国間の健全な友好関係に
発展していくのだろう．
　子ども達に折り紙の風船を折ってあげていた時
のこと．隣に座っていた10歳くらいの女の子が，
必死に私の手つきを真似しながら，自分で風船を
折ろうとしていた．それに気づいたので，手元を
彼女に見せながらゆっくりと折っていたのだが，
やはり慣れていないのでうまくいかない．どんな
に丁寧に見せているつもりでも，どうしてもうま
く折れない．非常に健気で一生懸命だったので，
思わず彼女の折り紙を取って，手早く風船を折っ
て渡した．風船をポーンポーンと宙に上げながら
淋しそうな表情をしたのを見て，ハッとした．せっ
かく自分で折り方を覚えようと頑張っていたのに，
その機会を奪い，出来上がったものを渡してしまっ
習字を見せる目本の小学生
扇r一で遊ぶjT・ども
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た．折り方を彼女に教えないと，と思ったちょうどその時に出発となってしまったのだが，
未だにこのことが悔やまれる．
　「魚をあげるのではなく，魚の獲り方を教えることが自立に繋がる本当の援助」．日本の
机上では当然の如く理解していたつもりだったが，いとも簡単に「魚をあげた」自分に不
甲斐なさを感じた．
4．研修生面接
　クンタ村滞在中，PHD協会の次年度の研修候補生の面接に立ち会った．村を良くした
いという幾つもの候補生の声を聞き，家庭を訪問し，10名の候補生の中から1人の17歳
女性が次年度（2010年度）研修生として選ばれた．日本でいう高校2年生が，ここまで
地域の未来を考え，しっかりと自分の意見を表現できるものなのかと感心させられたが，
この女性はセティデビ小学校の卒業生だという．小学校もなかった村に生まれ，日本の支
援で建てられた小学校に通い，卒業して今度は日本に学びにやってくる．研修を経て1年
後に現地に戻り，日本で学んだことを活かして村の生活を改善していく．日本の支援によ
る，人の教育を通した地域の開発が，まさにこれから始まろうとしていた．日本の良さ，
日本人の美徳感日本人が失った多くのものも含めて，五感で得た全てを持ち帰って，ぜ
ひ村の発展に活かしてほしい．心からそう思った．
　彼女は自身の可能性が見出され，村の未来のために来日するわけだが，こうした機会も
なく，無限の可能性を秘めて貧困に埋没している子どもや地域は，世界中に無数に存在す
るのだろう．地球上の全てのそうした地域を網羅し，人を育てていくことがどれだけ果て
しない試みであっても，一人ひとりの人間，一つ一つの村としっかりと向き合っていくこ
とは，先進国側に生まれた人間として果たすべき責務だろう．「一人では何もできない。
協力者を探さなくては何も始まらない」．小学生を連れてツアーに参加していた篠山の方
の言葉が胸に残る．
2010年度研修生に選ばれたタマンさん PHD協会職員による家庭調査
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5．ハリマ学習支援センター
　クンタ村からカトマンズへ戻った翌日，カトマンズ市近郊にある「ハリマ学習支援セン
ター」を訪れた，ここは兵庫県宍粟市が支援する教育機関で，様々な理由で正規の学校に
通うことのできない子ども達を対象に，学習の機会を提供する場である．我々が訪問する
と，子ども達はそれぞれの活動を行う手を止め，両手を合わせて挨拶してくれた．家庭の
事情はいろいろあるにせよ，皆礼儀正しく，明るい．日本から送られた小学校の体操着を
着ている．
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　日本で不要となった「お下がり」の体操着が，ここでは子ども達の制服のように毎日着
こなされている．子どもの成長に合わせて，何気なく処分またはお蔵入りしている衣料品
は，日本の家庭にどれだけあるだろうか．複数の年齢層の子ども達が，床にノートを置い
て，日本から送られた体操着を着てそれぞれの学習を行っている．多くの日本人に見ても
らいたい光景である．
6．ポカラ
　ヒマラヤ登山の玄関口として，世界中の登山家が集まるネパール第2の都市ポカラ．カ
トマンズからセスナ機で30分．街から見上げるマチャプチャレを初めとするヒマラヤ山
脈は，見ているだけで吸い込まれるような感覚を覚え，自然の産物としての人間の小ささ
を思い知らされる．麓の市街地には高級ホテルにお洒落なレストラン，外貨両替所や土産
物店が多く並び，活気ある一大観光地である．人とともに牛が我がもの顔で道路を歩き，
街にはそこら中に巨大な糞がある．人，牛，車，犬が自由気ままに街を行き交い，所々に
ある大きな菩提樹の下では，涼を求めて集まってきた人々が談笑する．これがポカラの風
景である．
　ツアー参加者の小学生と夜に市街を散歩して土産物店を巡り，ホテルに戻ってからは併
設の日本食レストランのテラスで焼き鳥とキリン・ビールをいただいた．癒しの時間がゆっ
くりと流れる街である．
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サランコソト展望台より臨むヒマラヤ山脈マチャプチャレ（標高6993m＞
ポカラ市街
7．ロータス・アカデミー
　ポカラでも学校を訪問した，小学生から高校生までが同じ敷地で学ぶ，ロータス・アカ
デミーという小中高一貫校である．比較的裕福な学校だろう．校舎を見てまず興味深かっ
たのは，壁に描かれている様々な標語だった．ロータス・アカデミーに限らず，ポカラで
は外の塀からいくつかの学校が覗き見できたが，校舎の壁いっぱいに標語が描かれていた
のが大変印象的だった．「教育は人々を暮らしやすくさせるが，扱いにくくさせ，統治し
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『零
校舎壁の標語
潤騨顎
全校朝礼 高校生達
やすくさせるが，隷属させにくくさせる（Education　makes　people　easy　to　live　but　difficult　to
drive，　easy　to　govem　but　difficult　to　enslave）」，「教育は国家の主たる防衛策である（Educa－
tion　is　the　chief　defense　of　the　nation）」等，教育の可能性を鋭く突く，教育に懸ける未来へ
の思いが綴られていた．全校朝礼では，国旗や国歌の下で，教師の叩く太鼓に合わせて規
律正しく振舞う子ども達．欧米の学校の雰囲気とは明らかに違い，年輩の日本人にとって
は軍国主義を彷彿させる光景かも知れないが，国旗掲揚や国歌吹奏が政治問題と化し，個
性の名の下に規律そのものが失われつつある日本の学校現場についても考えさせられた。
7．市街地を歩いて
　カトマンズでもポカラでも，街を歩いていて気になったことを2つ挙げたい．まず1つ
は散乱するゴミである．「使って下さい（USE　ME）」と書かれた公共のゴミ箱が設置され
ていても，その中は空で，通りにゴミが散乱している状態である．ゴミを適正に処分する
制度も施設も文化もない表れなのだろうか．衛生，美観，悪臭の問題は当然だが，歩道が
ゴミで覆われていて通ることもできず，無秩序に車やバイクの走る車道を大回りせざるを
得ない危険もある．強い輸出産業もなく，ヒマラヤを売りにした観光資源こそがネパール
にとって最も有効な外貨獲得手段だと察するが，この実情は外国人にはどう映るだろうか．
塞
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　もう一つは，都市住民の強い外国志向である．とにかく海外，特に英語圏への就学機会
を謳う留学斡旋の看板の多さに驚いた．留学ビジネスを否定するわけでは当然ないが，日
本も含めた非英語圏の国々はとかく英語を礼賛し，英語習得に必死である．特にネパール
のような国内産業の弱い国にとっては，グローバル社会の公用語である英語を身に着け，
国外で仕事に就くことこそが成功と見なされているようだ．全ては貧困脱却のためであり，
何不自由のない先進国で英語教育に携わる人間がいくら言っても説得力はないのだろうが，
やはり自分の国や言語は大切にしてもらいたい．英語習得や国外就労を目標とするのでは
なく，英語というッールを使って表現していく中身を鍛え，海外生活を通して母国をどう
発展させていくかを考えていってほしい．日本で日々感じていることを，ネパールで改め
て強く感じた．
8．ツアーを振り返って
　PHD協会や篠山ナマステ会の支援する地域を訪れ，またその支援活動に同行するとい
う大変貴重な機会をいただいたが，何年もの机上の勉強よりも，数日間の現場経験がいか
に有意義なものなのかを改めて知らされた．「夏休みにネパールに行く」と言うと，職場
の同僚にも生徒達にもまず驚かれた．北海道の倍程度の国土に，2，500万人が住むアジア
の最貧国．「俺には一生縁のない国だ」と言われ，なぜか腹立たしくも感じたが，確かに
観光立国でもなく，今後著しい経済成長が期待される新興国とも言えない．「なぜ？」と
問われれば，冒頭に書いた通り，「ただ行ってみたい」以上のことは言えなかった．しか
し，現地で撮った500枚の写真一枚一枚を通して8日間の滞在を振り返ると，日本で伝え
なければならないことがたくさんあると思わずにはいられない．
　昨今のマスコミ報道もあってか，日本の子ども達が自分達の裕福さを振り返る機会が増
え，国際協力に関心を持つ生徒が増えたのは喜ばしい事実である．しかし，学生向けの職
業選択のガイドブック等で「国際協力」を調べると，高度な語学力に専門知識，強い精神
力と正義感を併せ持つ，選ばれた人々だけが担う地球規模の壮大な活動であるかのように
書かれている．決して嘘ではないが，そういった職業案内が若者に距離感を持たせている
のも事実である．PHD協会や篠山ナマステ会，または兵庫県宍粟市の支援する学習支援
センターを見て，そうした文言を超えた，極めて普段着の，純粋に隣人を助けようとする
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「お手伝い」の延長線上に国際協力があるということを強く感じさせられた．
　様々な形がある．募金をすること．勉強会やスタディ・ッアーに参加すること．その経
験を周りに伝えること．小さいながらも何か行動を起こすこと全てが国際協力に繋がると
考えれば，国際協力に携わることは決して難iしいことではない．地域住民の生活を体験し，
住民のニーズを把握し，そのニーズを形にしていく「草の根」の取り組み．国際的な政治
情勢や経済情勢を超え，一個人の利害を超え，淡々と地域の支援活動を続ける日本の人々．
自分達の地域や生活を，自分達の力で改善していこうとする現地の人々．そうした存在を
確認し，自分自身の意志さえあればいかなる協力も可能であるということを教室で伝えて
いくことが，私達日本の教師の役目なのだろう．
　最後になるが，PHD協会の藤野達也氏，三輪望氏，篠山ナマステ会の杉原一三氏，小
嶋英毅氏，SSSのバラト・ビスタ氏初めスタッフの方々，　PHD帰国研修生の方々，そし
て2人の小学校6年生を含むツアー参加者の皆様，お世話になった全ての人達に感謝申し
上げたい。食事，移動中の飛行機やバス内，待ち時間，共に過ごした時間に交わした他愛
のない会話の全てが，自分にとっては机上の学びを超えた気づきに繋がるものだった．わ
ずか9日間だったが，出逢った全ての方々との縁を大切に，今後も自分の環境で出来るこ
とを模索していきたい．
日 研　　　　修　　　　内　　　　容 宿　　泊
7／20（月） 22：00関西国際空港　集合 機中泊
7／21（火） 00：30関西国際空港発TG673→04：20バンコク着 Mountain　Villa
10：35バンコク発TG319→12：45カトマンズ着 （Pokhara）
・ペンション・バサナのスタッフ，元PHD研修生ショーバナ氏の出迎
ｦ・国内線ターミナルへ移動
15：00カトマンズ発AG　401→15：30ポカラ着
・元PHD研修生サビトリ・シュレスタ氏，サビトリ・バストーラ氏の
出迎え
・チベット難民キャンプ，Davis　Fall，ペワ湖の見学
19：00ッアー参加者とホテル横のレストランで食事
20：00解散
7／22（水） 08：00低カースト層の通りを経て，サビトリ・シュレスタ氏宅へ Mountain　Villa
09：30チベット寺院（マテバニ・グンバ）見学，マヘンドラ洞窟見学， （Po㎞ara）
チベット難民キャンプ見学，昼食，マハカラ寺院見学
14：30元PHD研修生ラダ氏宅へ，商品の買い付け，ポカラ市街の散策，
夕食
21：00ホテル着，解散
7！23（木） 05：30サランコット山展望台へ Pension　Vasana
07：00ヒンドゥ教寺院見学，朝食 （Kathumandu）
08：30サビトリ・シュレスタ氏の教える日本語学校訪問
09：30サビトリ・バストーラ氏敷地内のロータス・アカデミー訪問，そ
の後ポカラ空港へ
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日 研　　　　修　　　　内　　　　容 宿　　泊
12：30ポカラ発AG402
→13：00カトマンズ着，ペンション・バサナへ
15：00元PHD研ll多生バラト・ビスタ氏（SSS代表），ビレンドラ・アマ
ティア氏，ショーバナ氏とホテルのロビーでミーティング，その
後カトマンズ・タメル地区を散策
19100ショーバナ氏宅で夕食
20：00ホテル着，解散
7／24（金） 04：30ペンション・バサナからチャーター・バスでクンタ村へ SSS事務所
・バラト・ビスタ氏，ギリ氏（通訳）と途中で合流 （Kunta）
・休憩所で朝食，09年PHD研修生ビショ氏家族と合流
07：50SSS事務所到着，スタッフによる歓迎，食事，休憩
10：00SSS事務所を出発，セティデビ小学校へ
1］：30セティデビ小学校到着
・歓迎セレモニー
・学校運営委員会とのミーティング
・子ども達との交流
15：00ビショ氏宅訪問
17100SSS事務所で夕食，解散
7／25（土） 09：15次年度PHD研修候補生の面接 SSS事務所
13：00昼食 （Kunta）
14：00次年度研修候補生の家庭訪問
19：00SSS事務所で夕食，解散
7／26（日） 午前中　クンタ村散策（PHD協会は引き続き家庭訪問・選考会議） Pension　Vasana
12：00SSS事務所で昼食 （Kathumandu）
14：00次年度研修生　発表
15：00SSS事務所出発，チャーター・バスでカトマンズへ
16：30岩村記念病院（バクタプル）訪問
19：00ペンション・バサナ着，ホテルで夕食，解散
7／27（月） 10：00ビレンドラ・アマティア氏宅訪問 Pension　Vasana
lllOOダルバール広場（パタン）見学 （Kathumandu）
ll：30ハリマ学習支援センター訪問，パシュパティナート見学，ボダナー
ト見学，昼食，スワヤンブナート見学
17：00バラト・ビスタ氏宅で夕食
21：30ホテル着，解散
7128（火） 08：30ホテル・ロビーでツアーの振り返り 機中泊
09：30カトマンズ散策，その後カトマンズ国際空港へ
13：50カトマンズ発TG320→18：20バンコク着
22：40バンコク発TG622
7／29（水） 06：10関西国際空港着，解散
※上記行程表は，「PHD協会第15回ネパール・スタディッアー報告書」に記載の行程表を，筆者が加筆したも
　のである．
※本稿は，「PHD協会第15回ネパール・スタディツアー報告書」に寄稿した文章を，加筆・修正したものである．
